
資料 5

看護師等養成所の運営に関する手引き

別表 1 保健師に求められる実践能力と卒業時の至1達 目標とEll達度 (案 )

■「個人/家族」 :個人や家族を対象とした卒業時の到達度
「集団/地域」:集団 (自 治会の住民、要介護高齢者集団、管理的集団、小学校のクラス等)や地域 (白 治

体、事業所 、学校等)の人々を対象とした卒業時の到達度
鷹卒業時の到達度 レベル

I:少 しの助言で自立 して実施できる
Ⅱ :指導のもとで実施できる (指導保健師や教員の指導のもとで実施できる)

Ⅲ :学内演習で実施できる(事例等を用いて模擬的に計画を立てたり実施できる)

Ⅳ :知識としてわかる

実践能力
卒業時の到達目標 到速度

大項目 中項目 小項目 個人/家族 集団/地域

I.地域の健

康課題の明確

化と計画・立

案する能力

1地域の健康

課題を明らか

にし、解決・

改善策を計

画・立案する

A.地域の人々

の生活と健康

を多角的・継

続的にアセス

メン トする

1

身体的・精神的・社会文化的側面か

ら客観的・主観的情報を収集し、ア

セスメン トする

I I

Ｏ
ι

社会資源について情報収集し、アセ

スメントする

3

自然及び生活環境 (気候・公害等)

について情報を収集しアセスメン

トする

I

4
対象者及び対象者の属する集団を
全体として捉え、アセスメン トする

I I

5
健康問題を持つ当事者の視点を踏
まえてアセスメントする

I I

系統的日経時的に情報を収集し、継

続してアセスメントする
I I

7
収集した情報をアセスメン トし、地

域特性を見いだす
I I

B地域の顕在

的、潜在的健

康課題を見い

だす

8
顕在化している健康課題を明確化

する
I I

ｎ
υ

健康課題を持ちながらそれを認識
していない・表出しない。表出でき

ない人々を見いだす

I Ⅱ

10

潜在化している健康課題を見出し、

今後起こり得る健康課題を予測す

る

I Ⅱ

地域の人々の持つ力 (健康課題に気
づき、解決・改善、健康増進する能

力)を見いだす

I I

C地域の健康

課題に対する

支援を計画・

立案する

健康課題について優先順位を付け

る
I I

う
０

健康課題に対する解決・改善に向け

た目的・目標を設定する
I I

И
争

地域の人々に適した支援方法を選

択する
I



15
目標達成の手llEを 明確にし、実施計

画を立案する
I

16 評価の項目・方法 口時期を設定する I I

Ⅱ.地域の健

康増進能力を

高める個人・

家族・集団・

組織への継続

的支援と協

働・組織活動

及び評価する

能力

2.地域の人々

と協働して、

健康課題を解

決 二改善し、

健康増進能力

を高める

D.活動を展開

する
７
′

地域の人々の生命・健康、人間とし

ての尊厳と権利を守る
I I

18
地域の人々の生活と文化に配慮し

た活動を行う
I I

19
プライバシーに配慮し、個人情報の

収集・管理を適切に行う
I I

20
地域の人々の持つ力を引き出すよ

う支援する
I Ⅱ

21
地域の人々が意思決定できるよう

支援する
Ⅱ Il

22 訪問 口相談による支援を行う I Ⅱ

23 健康教育による支援を行う I Ⅱ

′
“

０
４

地域組織・当事者グループ等を育成

する支援を行う
Ⅲ

25
活用できる社会資源、協働できる機

関・人材について、情報提供をする
I

26
支援目的に応じて社会資源を活用

する
Ⅱ Ⅱ

７
′

り
‘

当事者と関係職種・機関でチームを

組織する
正 Ⅱ

28
個人/家族支援、組織的アプローチ

等を組み合わせて活用する
Ⅱ Ⅱ

29 法律や条例等を踏まえて活動する I

30 目的に基づいて活動を記録する I

E.地域の

人々・関係

者・機関と協

働する

31
協働するためのコミュニケーシヨ

ンをとりながら信頼関係を築く
Ⅱ

32 必要な情報と活動目的を共有する I II

う
０

う
０

互いの役割を認め合い、ともに活動

する
Ⅱ Ⅱ

F.活動を評

価・フオロー

アップする

34 活動の評価を行 う I I

35
評価結果を活動にフィー ドバック

する
I I

α
Ｕ

う
０

継続した活動が必要な対象を判断

する
I I

り
０ 必要な対象に継続 した活動を行う Ⅱ Ⅱ

Ⅲ.地域の健

康危機管理能

3.地域の健康

危機管理を行

G.健康危機管

理の体制を整
38

健康危機 (感染症 口虐待・DV・ 自殺・

災害等)への予防策を講 じる
Ⅱ Ⅲ



力 つ え予防策を講

じる
ｎ
υ

り
０

生活環境の整備・改善について提案
する

Ⅲ Ⅲ

40
広域的な健康危機 (災害・感染症等 )

管理体制を整える
Ⅲ Ⅲ

41
健康危機についての予防教育活動
を行う

Ⅱ Ⅱ

H.健康危機の

発生時に対応

する

42
健康危機 (感染症 口虐待 口DV・ 自殺 ロ

災害等)に迅速に対応する
Ⅲ Ⅲ

43
健康危機情報を迅速に把握する体

制を整える
Ⅳ Ⅳ

44
関係者 口機関との連絡調整を行い、

役割を明確化する
Ⅲ Ⅲ

45
医療提供システムを効果的に活用

する
Ⅳ Ⅳ

46
健康危機の原因究明を行い、解決・

改善策を講じる
Ⅳ Ⅳ

И
■ 健康被害の拡大を防止する Ⅳ Ⅳ

I健康危機発

生後からの回

復期に対応す

る

48
健康回復に向けた支援(PTSD対

応・生活環境の復興等)を行う
Ⅳ Ⅳ

49
健康危機への対応と管理体制を評

価 し、再構築する
Ⅳ Ⅳ

Ⅳ:地域の健

康水準を高め

る社会資源開

発・システム

化 口施策化す

る能力

4.地域の人々

の健康を保障

するために、

生活と健康に

関する社会資

源の公平な利

用と分配を促

進する

J.社会資源を

開発する
50

活用できる社会資源と利用上の間
題を見いだす

I

Ｅ
υ

地域の人々が組織や社会の変革に

主体的に参画できるよう機会と場、

方法を提供する

Ⅲ

52
地域の人々や関係する部署・機関の

間にネットワークを構築する
III

53
必要な地域組織やサー ビスを資源

として開発する
Ill

K.システム化

する
54

健康課題の解決のためにシステム

化の必要性をアセスメン トする
I

ｂ́■
０

関係機関や地域の人々との協働に

よるシステム化の方法を見いだす
Ⅲ

α
υ

贋
υ

仕組みが包括的に機能 しているか

評価する
Ⅲ

L施策化する
Ｅ
υ

組織 (行政・事業所・学校等)の基

本方針・基本計画との整合性を図り

ながら施策を理解する

Ⅲ

58
施策の根拠となる法や条例等を理

解する
Ill

ｎ
υ

Ｅ
υ 施策化に必要な情報を収集する I

60
施策化が必要である根拠について

資料化する
I

施策化の必要性を地域の人々や関

係する部署・機関に根拠に基づいて

説明する

Ⅲ

3



62
施策化のために、関係する部署 口機

関と協議 口交渉する
Ill

つ
０

α
υ

地域の人々の特性・二一ズに基づく

施策を立案する
Ⅲ

M.社会資源を

管理 口活用す

る

′
↓

ａ
ｕ

予算の仕組みを理解し、根拠に基づ

き予算案を作成する
Ⅲ

65

施策の実施に向けて関係する部

署・機関と協働 し、活動内容と人材

の調整 (配置・確保等)を行う

Ⅲ

α
Ｕ

α
Ｕ

施策や活動、事業の成果を公表し、

説明する
Ⅲ

α
υ

保健医療福祉サービスが公平・円滑

に提供されるよう継続的に評価・改

善する

Ⅲ

V.専門的自

律と継続的な

質の向上能力

5 保健・医

療 口福祉及び

社会に関する

最新の知識・

技術を主体

的・継続的に

学び、実践の

質を向上させ

る

N.研究の成果

を活用する
68

研究成果を実践に活用 し、健康課題

の解決・改善の方法を生み出す
Ⅲ

69
社会情勢と地域の健康課題に応 じ

た保健師活動の研究・開発を行う
Ⅲ

0.継続的に学

あヽ
70

社会情勢 口知識・技術を主体的、継

続的に学ぶ
I

P.保健師とし

ての責任を果

たす

７
′

保健師としての責任を果たしてい

くための自己の課題を見いだす
Ⅳ

○




